







































































御機嫌よう御上りに相成候。（明治 36 年 11 月 14 日）
実に奉送の方々可驚御人数、御賑々敷、御機嫌よう御出発あらせられたり。
































る 2 音節形容詞「良い」類のアクセント型は、平安末期ヨシ・ヨキ（7）＝ LF、近






による上野和昭 2011: 397-413 のアクセント体系に詳しい。これによれば、室町
前期から江戸前期までの「良し」の各活用形のアクセント型は、終止形 LH・

























いま奥村三雄 1974 に掲げられている漢語類別語彙表を見ると、3 拍漢語の欄に
3 字からなるもの、2 字（1 拍＋ 2 拍構造・2 拍＋ 1 拍構造）からなるものの合
計 204 語が掲げられており、それらが 7 類に分けられている。本稿で問題とし
ている「機嫌」は眉間類（52 語）に記載されており、京都 HHH・東京 LHH・



































分かるから上昇調であったと推定される。となれば第 1 字と第 2 字の組み合わ
せから、中国語原音を活かした「譏嫌」の音調は下降調＋上昇調だったという
ことになる。しかしこの組み合わせは 1 語のなかに音調の谷間を持つという点
で安定性が悪い。このような場合、第 1 字の音調的特徴を活かして、第 2 字を











































（1）下降調＋低平調　F ＋ LH → FLL
（2）高平調＋低平調　H ＋ LH → HLL
（3）上昇調＋高平調＞高平調＋高平調　RHH ＞ HHH
これらについて現代の京阪式アクセントとの対応見ると、（3）RHH 型から変
化した HHH 型がもっとも整合的である（RHH ＞ HHH については加藤大鶴
2018: 304 の II 群参照）。（1）FLL 型はアクセント型としてあり得たかは考えに
くいが、その実現は（2）HLL 型に統合されたと見るべきだろう（FLL ＞ HLL


































（1） FLL ＞ HLL
HLL （HLL）
（2） HLL
















に入れなくとも良い。平安鎌倉期に L ＋（RHH ＞）HHH によって LHHH 型
であったとして、それが結びつきを強くしたまま近世初期に至れば LHHH 型、
結びつきが弱く近世初期に改めて複合したとしても、HHH 型は平安鎌倉期か









































































 （1）　以下、高く発音する拍を H、低く発音する拍を L で記述する。またひとまとまりのアクセン


















 （6）　「真に御道中別なく、御機嫌よく御東着ニて、一同難有り候。（明治 3 年 10 月 14 日）」「九時
三十分、宮の御容体頗る御常の如く御機嫌よく成らせられて、先々安心いたしたり。（明治 37















らの漢語アクセントとしての実現はそれぞれ 2 拍で実現した場合と 1 拍で実現した場合とがあ
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